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基調講演：１件

招待講演：２件

研究発表：６５件

支部セッション発表：４件

ポスター発表：９件（内デモンストレーション５件）

企業展示：１５件

大会論文集への企業広告：１０件

１．はじめに

日本情報科教育学会（JAEIS）第９回全国大会

は，愛知県刈谷市の刈谷市産業振興センターを会

場として，６月２５日（土）・２６日（日）の２日間

にわたり開催いたしました。

今大会は，いままでの第１回から第８回の大会

とは異なり，大学を会場とするのではなく，初め

ての一般の会場での開催であります。また，大会

実行委員長も大学の先生ではなく，高校の教員出

身としてのわたくしが務めることとなり，今後の

大会の試金石になればという初めての試みでもあ

りました。愛知県としては，初めての開催ではあ

りましたが，東海・中部支部としては，第５回の

信州大学につづき，２回目となります。この開催

を契機に東海・中部支部の情報科教育のさらなる

活性化に繋がってほしいと考えています。

まもなく，中央教育審議会の答申も実施され，

次期学習指導要領の告示も目前に迫っています。

高等学校で情報科が始まって以来，２回目の学習

指導要領改訂により，情報科がどのように変遷し

ていくかを注視しなければならない時期になって

まいりました。第８回の山口大会でその姿がわず

かに見えてきていた後，さらなる検討により，情

報科がどのように形作られていくのか，しっかり

と見極めていかなくてはなりません。今は，情報

科教育の今後がますます重点的に議論される時期

であります。それを踏まえて，今大会はテーマを，

「情報科に求められる教育と情報科が目指すべき

教育」といたしました。新しい情報科編成を意識

した教育手法および評価方法，アクティブ・ラー

ニングの視点から考える情報科教育，大学入学者

選抜の改革における情報科の位置付け，情報科で

育成する力の共通認識の形成など，我々のこれか

らの情報科教育がどうあるべきかが討論された大

会になりました。情報科の重要性が，今後ますま

す高まることを目的とする大会であったように思

います。

２．大会の概要

大会の会期２日間を通じて，１７４名の参加とな

りました。各講演・研究発表・ブリーフプレゼン

テーション・ポスター発表・デモンストレーショ

ン発表・パネルディスカッションにおいて，活発

な意見交換が行われました。

開催校である愛知教育大学の所在地である愛知

県刈谷市のご協力を得て，JR刈谷駅前の刈谷市

産業振興センターを会場としてお借りできまし

た。JR刈谷駅は，JR名古屋駅からも約２０分と利

便性に富んだ場所でもあり，全国からの参加者の
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皆様から大変なご好評をいただきました。開催地

として誠に嬉しく感じております。さらに，地元

の企業を代表して，デンソー様からは，企業広告

を含め，懇親会場であるD－スクェアの使用，パ

ネリストとして，デンソー工業学園学園長の松井

茂樹様の参加など，あらゆる面でご支援をいただ

きました。あらためまして，この場をお借りして，

お礼申し上げます。ありがとうございました。

３．基調講演・招待講演

１日目の午後からは，総会に引き続き，開催校

挨拶ということで，愛知教育大学の後藤ひとみ学

長よりご挨拶をいただきました。

基調講演は，本学会会長の岡本敏雄先生（京都

情報大学院大学／電気通信大学）に，「高校教科

“情報”の国家的意味とその充実」をテーマにお

話しいただきました。前日，外国の視察から帰国

されたばかりの岡本先生は，お疲れの様子などは

全く見せず，精力的に，歴史的な視点と国際的知

見をもとに，これからの教科“情報”のあり方に

ついて，熱くお話しされました。

招待講演�は，文部科学省 生涯学習政策局 情
報教育課 情報教育振興室長 の新津勝二様より，

「教育改革の方向性と教育の情報化」という題目

でご講演をいただきました。新津様には，昨年の

山口大会においてもご講演をいただきましたが，

昨年の夏以降に中央教育審議会各部会から示され

た「学習指導要領改訂」と「高大接続改革」など

に関する大きな国の教育改革について，その方向

性と今後の教育の情報化をどう推進すべきか，現

状と課題を明らかにしていただきました。

引き続いての招待講演�では，国立教育政策研
究所 教育課程研究センター研究開発部 教育課程

調査官 の鹿野利春様より，「高等学校共通教科

『情報』の検討状況」という題目でご講演をいた

だきました。中央教育審議会初等中等教育分科会

教育課程部会情報ワーキンググループの検討を中

心に，今現在われわれが聞くことができる内容を

お話ししていただきました。特に，次期学習指導

要領で共通必修科目である「情報�（仮称）」に
ついてと，選択科目である「情報�（仮称）」に
ついて内容とイメージを詳しくお話しいただきま

した。「情報�（仮称）」・「情報�（仮称）」に共
通した学び方についても提示いただいて，講演後

は，聴講者からもたくさんの質問がありました。

４．研究発表

研究発表は，１日目午前中は，Ａ～Ｃ会場で１９

件，２日目午前中は，Ａ～Ｄ会場で４５件の発表が

ありました。セッションは，「カリキュラム・教

材」「情報科の考察・評価」「教員養成」「問題解

決と評価」「プログラミング教育」「社会と情報」

「情報の科学」「高大連携」「教育の情報化」「タブ

レット端末とメディア・リテラシー」に分けて行

いました。各会場ともたくさんの方々が参加さ

れ，質疑応答では活発なやり取りが見られまし

た。

５．ポスター発表，デモンストレーション発表

ポスター発表は４件，デモンストレーションは

５件行われました。広い大きな会場を設定したこ

とと，ポスター発表のコアタイムを他の研究発表

と重ならないように設定したことにより，多くの

方に参加していただきました。

６．支部セッション

東海・中部支部の支部セッションは，「次期学

習指導要領情報科に関する国際的比較」をテーマ写真２ 招待講演�
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として特別枠で開催しました。愛知教育大学にお

いて情報教育について研究を行っている，中国と

シンガポールからの教員研修留学生のお二人から

それぞれの国の情報科の「情報の科学的理解」に

関する現状をお話しいただきました。また，愛知

県の情報科で採用された教員のプログラミング指

導の現状が発表され，アジアにおける情報科の国

際比較を行いました。さらに，平成２９年度の全国

の教員採用試験（４７都道府県・２０政令指定都市）

で情報科の教員の募集が行われているのは，１４の

都府県と１つの政令指定都市だけであるとの資料

が提示され，現状の情報科が置かれている立場が

明らかにされました。

７．パネルディスカッション

パネルディスカッションは，「地域社会が情報

科に求める教育と，教育現場が考える情報科が目

指すべき教育」をテーマにして，２日目の午後に

大会の締めくくりとして開きました。コーディネ

ーターは，矢野宏彦（実行委員会委員長，愛知県

立千種高校・愛知教育大学），パネリストは，鈴

木直樹様（刈谷市前副市長），松井茂樹様（デン

ソー工業学園学園長），香山瑞恵先生（東海・中

部支部支部長，信州大学），水野修治先生（実行

委員会副委員長，愛知県立岡崎商業高校）で，各

パネリストの発表後にディスカッションを展開し

ました。

まず，鈴木様と松井様より，「地域社会が情報

科に求める教育」についてのご意見の発表があり

ました。香山先生と水野先生からは，「教育現場

が考える情報科が目指すべき教育」についてのご

意見の発表がありました。その後，松井様からは

デンソー工業学園では，「問題解決能力」より「課

題形成能力」を大事にしているというお話があ

り，この「課題育成能力」と「人材の育成」「地

域との連携」の３つがキーワードとなった内容と

なりました。フロアの皆様からも貴重なご意見を

いただくことができ，あっという間の２時間２０分

間のパネルディスカッションでした。

このパネルディスカッションは，一般公開とさ

せていただきました。事前には，「刈谷市だより」

によって市民の皆様に広報させていただきまし

た。数多くはありませんでしたが，一般の方の参

加もありました。

８．大会運営に関するコメント

前述のように，会場の刈谷市産業振興センター

は，非常に利便性の高い施設であり，また，企業

城下町といえる刈谷市の特徴から駅や会場周辺に

たくさんのビジネスホテルや昼食のための飲食店

も散在していて，参加の皆様から大変好評を得ま

した。反面，大会運営側としては，会場外にも，

会場内にも案内板を立てることができなかったこ

と，受付の位置についても産業振興センター側と

随分とやり取りがあったことなどがありました。

また，会場内の掲示も壁には用紙等を張ることさ

えもできず，それぞれの発表会場の案内には，

元々の部屋のプレートに案内の紙を下げる方法を

とるなどの工夫がありました。各部屋の無線LAN

も我々が設定するなど，大会運営側としては，小

さなことながら，大学で開催する場合とは異なる

苦労がありましたが，すべて，大会実行委員の皆

様のご努力によって解決することができました。

９．おわりに

今回の全国大会を通じて，情報科に求められる

教育や情報科が目指すべき教育が数多く語られた

と確信しています。今大会での講演・発表・議

論・討論が明日の情報科の糧となったものと考え

ています。次期学習指導要領の告示が目前に迫っ

ている中，今大会として，情報科教育の必要性や

重要性を未来に対しても，アピールできたことを

大変嬉しく思っています。

最後に，この場をお借りして，ご協力，ご支援

いただいた各企業様・団体様に厚く御礼申し上げ

ます。また，今大会が成功しましたことを，参加

者および関係者の皆様に心より感謝いたします。
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